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1 緒言

1.1 研究背景

ここ数年、通信技術の発達のため、様々な生活活動がオンラインで行われ、人々のラ

イフスタイルが変わってきた。しかし、中国のインターネット発展状況統計報告書によ

ると、2022年では全人口に占めるネットユーザーの割合が74.4％に達しているものの、

60歳以上の利用者は僅か6.7％であり、高齢者のICT利用率が低いことが明らかにされて

いる（国家国務院11月24日の発表）。したがって、高齢者が新しい時代に適応し、幸

せな老後生活を送るためには、高齢者の間でインターネットの利用を増進する必要があ

る。

1.2 既存研究と残った課題

既存研究では、年齢、性という基本属性、身体機能という身体的要因、積極的な態度

と自信を持っているという心理的要因、収入、学歴という社会経済的要因がICT利用に

影響しているが明らかにされている。しかし、既存研究では次のような課題が残されて

いる。第1に、限られた要因のみを取り上げ、その影響を分析しているのみであり、心

理的要因と社会的要因の両方を取り上げ、その要因間の関連性をモデル化した研究がほ

とんどない。第2には、中国の研究では、理論研究が多く実証研究が少ない。

1.3 本研究の目的と仮説

本研究の目的は、社会的要因である家族からの支援と心理的要因である自己効力感が

高齢者のICT利用にどう影響するかを分析することである。

仮説1：家族の教える支援が多い高齢者は高齢者のICT利用が高い。

仮説2：家族の代行的な支援は高齢者のICT利用を低くする。

仮説3：利用意欲が高い高齢者はICT利用頻度が高い。

仮説4：ICT利用効力感が高い高齢者はICT利用頻度が高い。

仮説5：ICT家族の教える支援が多い高齢者でICT利用が高いのは、ICT自己効力感を媒

介要因とした間接効果である。

2 研究方法

2.1 調査対象とデータ収集方法

中国浙江省舟山市に居住する高者（60歳以上）250人を対象とした。対象者の抽出

は研究者個人のネットワークを利用し、舟山市の地域3ヶ所（嵊泗、定海、臨城）から

調査可能な男女250人を紹介してもらった。2022年9月19日～10月７日まで自記式調査

票を訪問で配布・回収した（有効回収率は85.6％であった）。

2.2分析項目

（1）従属変数：ICT利用頻度

（2）独立変数：①インターネット利用の家族支援（家族の学習支援、家族の代行支援）、

②ICT利用の自己効力感、③ICTの利用意欲。

（3）調整変数：①年齢、②性別、③就学年数、④婚姻状況、⑤世帯構成、⑥夫婦の月

収、⑦視力、⑧手指の動き、⑨活動能力(IADL)、⑩インターネット回線の有無、⑪ITC

機器の保有の有無。
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2.3分析方法

仮説1～4については、ICT利用頻度を従属変数として、ICT利用の自己効力感、ICT利

用利用意欲、家族によるICTの学習支援とITCの代行支援、調整変数を独立変数として投

入し、重回帰分析を行ない、ICT利用頻度への影響を評価した。分析には統計ソフト

SPSS26.0forWindowsを用いた。

仮説5については、ICT自己効力感を媒介要因として位置づけ、それが学習支援のICT

利用に対する間接効果の有無について分析を行った。分析にはAndrewF.Hayesによっ

て開発された媒介分析のPROCESSマクロを用いた。

3 結果
相関分析の結果、「収入」「視力」「手、腕の動き」「IADL」「インターネット回線の有無」

「ITC機器の保有の有無」が「ICT利用頻度」と有意な正の相関関係がみられた。「年龄」と「ICT

の利用頻度」の間には負の相関関係がみられた。

重回帰分析では、「ICT利用の自己効力感」が高い人では、ICTの利用頻度が高かった。ICT

の学習支援とICTの代行支援のいずれも高い方がICT利用頻度が高かった。以上の結果は、仮説

の1、3、4を支持するものであったが、仮説2は支持していなかった。

媒介分析の結果、ICT利用の自己効力感は家族の学習支援と高齢者のICT利用頻度を有意に媒

介していたことから、仮説5を支持する結果が得られた。

4 考察

本研究では、心理的要因であるICT利用の自己効力感とICT利用の意欲については、それぞ

れICTの利用頻度を有意に高くことと関連しており、仮説を支持する結果であった。社会的

要因については、家族からの学習支援については、利用頻度を有意に高めるとともに、その

効果はICT利用の自己効力感の向上を媒介としていることも明らかにされた。これらの結果

についても、仮説を支持する結果であった。しかし、家族による代行支援については、利用

頻度を有意に高めるように作用しており、仮説とは異なる結果であった。

家族による代行支援について仮説が支持されなかった理由には次のようなことが考えら

れる。Grošelj（2022）とDolničar（2017)の研究については、本研究の結果と同じように、

家族による代行支援も高齢者のインターネット利用を推進することを明らかにしている。そ

して、その理由として、家族による代行支援であっても高齢者がインターネットに触れ、利

用方法を習得する多くの機会が提供されることで、ICT利用が促進されるという説明をして

いる。しかし、代行支援によってなぜICT利用が促されるのかについて、家族などから代行

支援を受けている高齢者を対象とした質的研究を行うことで実証的に解明することが必要

である。

本研究の限界と今後の課題については以下の通りである。第1に、分析対象者が限定され

ており、結果の一般化には慎重であることが必要である。本研究の分析対象者は、一般の高

齢者と比較すると、前期高齢者が多く、就学年数も長く、経済にも余裕をもっている。さら

に、女性が多く、健康状態も良好であった。このような特性は、ネット回線が自宅で利用で

き、ICT機器の保有率も高いことと関連している。第2に、障害をもつ高齢者を対象とした

研究の必要性である。障害のある高齢者こそICTを使って社会との交流を継続することが必

要な人たちである。その人たちを対象としたICTの利用要因を明らかにし、それに基づき利
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用の促進方法を提案することは喫緊の課題である。第3には、本研究では横断研究であり、

特にICT利用の自己効力感やICTの利用意欲とICTの利用頻度との関連については、ICTを頻

繫に利用した結果として、ICT利用の自己効力感やICTの利用意欲が高くなるという関係に

ある可能性もある。因果関係を特定するために、パネル研究を行うことが必要である。
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